
   H28年度 新人研修プログラム  2年目      
 

 

≪ 目 的 ≫

患者の状況が判断でき、個別的看護の展開ができる 

 

≪ 行動目標 ≫ 

 

１．看護技術、コミュニケーション技術を高められる 

２．安全に配慮したケアが提供できる 

３．チームの一員としての役割がとれる(災害時も含む) 

４．看護倫理への認識を深め、受け持ち看護師として看護を展開できる 

 

≪ 注意事項 ≫ 

 

※ 各研修会は、筆記用具を持参し時間厳守の上お集まりください。 

尚、研修日程はその都度お知らせしませんので各自、勤務等の調整をお願いします。 

※ 各提出物（A４ ワープロ 表紙無し 10～11 フォント）はコピーをし、コピー

を提出してください。原本は自分で管理し研修時に持参してください。提出物は代

表者がまとめて担当の      （   F）に 12時までに提出してください。 

※ 参考文献「ベットサイドの看護倫理事例 30：日本看護協会出版会」です。 

※ 看護協会の研修においては、参加証提出によって出席が認められますので、研修

終了後一週間以内に提出してください。（別紙参照） 

※ 研修は全研修参加をお願いします。体調不良などで欠席となる場合は、担当教育

委員まで連絡をしてください。 

※ 研修終了できない場合は次年度に全て再研修となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 29年度 新人研修プログラム 2年目 

 
研修日 

事前 

提出物 
テーマ ねらい 内容 講師 

１  

6/1(木) 

15:00～ 

16:20 

 

 

5/25 

(木) 

 

 

災害看護 

 

地震体験から得た災害時

の心得を再認し災害看護

の基礎的知識を学ぶ 

地震体験で得たもの、自

己管理とメンバーとして

の働き、避難経路、点滴

（末梢・CV）酸素、チュ

ーブ類の管理など病院の

防災訓練には必ず参加す

る 

 

 

看護師 

２ 
6/30(金)  / ～ 

申し込み 

看護倫理 看護倫理の理解を深めよ

う 

現場で求められる大事な

事 

県看護協会 

３ 
7/27(木) 

15:00～ 

16:20 

7/13 

(木) 

 

日常生活の中の

看護倫理 1 

看護倫理への認識を深

め、患者の立場を尊厳し

た看護を考えることがで

きる 

 

日常の看護業務の中の倫

理について考える 

 

教育委員会 

４ 
8/31(木) 

15:00～ 

16:20 

8/24 

(木) 

フィジカルアセ

スメント 

一般病棟におけるフィジ

カルアセスメントとその

対処を学ぶ 

 

フィジカルアセスメント

の実際 

 

教育委員会 

５ 
10/5(木) 

15:00～ 

16:20 

9/28 

(木) 

日常生活の中の

看護倫理 2 

看護倫理１参照 GWにて看護倫理を深め

る 

レポートのまとめ方説明 

 

教育委員会 

６ 
11/ 9(木) 

15:00～ 

16:20 

11/ 2 

(水) 

日常生活の中の

看護倫理 3 

看護倫理１参照 GWにて看護倫理を深め

る 

レポートのまとめ方 

教育委員会 

７ 
12/ 5(火)  / ～ 

申し込み 

メンバーシップ

を発揮するため

に 

メンバーシップを発揮す

るために、個々が組織の

一員であることが自覚で

き、個々に求められる役

割について体験を通して

学ぶ 

 

メンバーシップとは 

求められる役割期待 

求められる人間関係能力 

GW 

県看護協会 

８ 未定 

 

発表 

看護倫理的視点から体験

した事例を振り返る 

  

９ 6月頃 

 
 

気管内挿管がわかる 自主的に各病棟の教育担

当者へ働きかける 

手術室スタ

ッフ 

10 
2/22(木) 

15:00～ 

16:20 

2/15(木) プリセプティと

の接し方 

プリセプティとの接し方

がわかる 

 

 

 教育委員会 

 



 


